
家庭学習は，学校で学習したことをしっかりと身に付けるために，また，自ら学

ぶ習慣を身に付けるためにとても大切なものです。

小学生のうちに机に向かう習慣が後々の家庭学習に大きな影響を与えます。今の

うちに身に付けさせてください。

家庭学習の手引き 保護者用

か てい がくしゅう て び

とくしま し じょうとうしょうがっこう

ねん せい よう



１ かていがくしゅうをするときには

① ２０ぷんいじょう がくしゅうしましょう。

② はじめに，がっこうのしゅくだいをしましょう。

③ じかんがあまったり，もっとがんばりたいときは，したの２のなか

からえらんでやりましょう。

④ テレビはけして，がくしゅうしましょう。

⑤ がくしゅうがおわったら，れんらくちょうをみて，あしたのがっこ

うのじゅんびをしましょう。

２ しゅくだいのほかに，こんながくしゅうをしてみよう。

① きょうの じゅぎょうで べんきょうしたことの おさらいを

しましょう。

②

③

④ けいさんのれ

⑤

⑥ ほん

① ほんよみは，すらすらよめるように，こえにだしてれんしゅう
こ する。

（ただしくよめたか，おうちのひとにきいてもらい，
く れんらくちょうにサインしてもらう。）

② ただしく ていねいに ししゃする。
ご ③ かんじのれんしゅうをする。

・かくすうをこえにだしながら かきじゅんにきをつける。
・おぼえるまで くりかえしやる。

かていがくしゅうのてびき １ねんせいよう

きょうかごとの べんきょうのしかた

④ ことばあつめをする。
こ ・ちいさい「や」「ゆ」「よ」「つ」のつくことば
く ・「ﾞ」「ﾟ」のつくことば
ご ・かんじでなかまあつめ

⑤ みじかいぶんをつくってかく。
・ならったかんじや ことばをつかう。
・しやさくぶんをかく。

さ ① べんきょうしたことを ふくしゅうする。
ん ② きょうかしょや もんだいしゅうを うつしてとく。
す ③ けいさんは，せいかくに はやく できるようにれんしゅうする。
う ④ じぶんで もんだいをつくって ノートにかく。

⑤ まちがえたもんだいを といてみる。

① わたしたちのまわりの はなやむしをかんさつし，まとめる。
せ ② きがついたこと，かんじたことを ノートにまとめる。
い ③ じぶんがそだてた いきものの かんさつをする。
か （はな・やさい・むし など）
つ ④ ずかんなどをしらべて，わかったことをかく。

⑤ はたらく人のようすをしらべて，ノートにかく。
⑥ はたらく人に，はなしをきいてまとめる。

お ① うたのかしをただしくおぼえ，きれいなこえでうたう。
ん ② きょくのリズムやかいめいをおぼえる。
が ③ けんばんハーモニカのれんしゅうをする。
く ④ いろいろなおんがくをきく。

（CD〔シーディー〕やテレビ，なまえんそうなど）

そ ① どくしょして，かんそうをかく。
の ② いえにあるもんだいしゅうをする。
た ③ なわとびやてつぼうなどで，たいりょくづくりに

チャレンジする。

① みつけたことを かきましょう。
（てんきやそらのこと，くさばなやむしのこと，はたらいている

に ひとのこと など）
っ ② じぶんがしたことを ふりかえりましょう。
き ・がっこうでしたことを おもいだしましょう。

（おうちのひとに おしえたいこと）
・おでかけしたこと，ともだちとあそんだこと
（せんせいにおしえたいこと）

③ そのときの じぶんのきもちもかきましょう。
④ ばしょや じかんも わすれずにかきましょう。


